






要約:冠動脈障害を有し,心筋梗塞で死亡した 4 例の,冠動脈造影上異常を認めないと判断

された部位における病理組織学的検討を行った。4 例全例で,造影上正常とみえる冠動脈

の全 12 領域に,軽度から強度の動脈壁の病理学的異常を認めた。この結果より,造影上冠

動脈障害を認めない川崎病既往児においても,軽度から強度の病理学的異常所見を有する

例が存在すると推測され,このような障害を有する可能性のある川崎病既往児の長期経過

観察の必要性が示唆された。


